











理 学 部 石 田 修 一(豊 中4166)
ここでは遠赤外用の検知器等に しば しば用い られ るGe、n-InSb等 の試料 に、リー ド線を直接 ハ
ジ ダ付けす る場合の段取 りとコッについ て、研究室 に入 りた ての学 生の方が初 めて試料を手 に した場 合
を念頭 において、二、三思いつ くま ＼に述べる。従 って、 日頃半導体試料を扱い慣れた方 々に とっては
以下に記す事柄は取 るに足 らない ことで ある点 を御容謝願 いたい。
1)電極付け以前の注意
まず試料 を移動する際には、必 らず サ ンプルケースに入 れる よう心がけること。紙切れの上 に乗せて
持 ち歩 いた り、ピンセッ トでつまんでの長距離移動(試 料に とっての)は 禁物 である。 しか し、万一そ
の ような不注意か ら試料を床 に落 して見失 ってしま った場合で も、努めて冷静 に対処す ること。と くに
何 人 もで寄 ってたか って探 し回 るのは、みすみす無傷 の試料 を踏みつぶず恐れがあるので避けねば な ら
ない 。その場 合、倭ず付近一帯 を立入禁止 と し、落 した本人が、試料を持って通 った径路 とその周辺の
ゴ ミを自在ぼ うきで入念 に寄せ集 めて来 ると、試料はその中にあるはずで ある。試料 も1通1n角程度 の小
さな ものになると、簡 単に 目に とま らない場 合が あるが、その時には500エn■位の ビー カに水 を満た し、
集 めたゴ ミを入れると大抵の場合見つけ られ る。また～ 落 して破損 した場合でも、多少小さ くとも整形
す ると充分使え る場合が多い ので簡単に諦めない ことが肝心 である。試料は極めて高価な ものであ り、
その取 り扱硲には細心の注 意が必要 である。
電極付けのた めに用意すべ き小道 具を1,2図 に示す 。この他に ビー カー(20～501n■)、濾紙J
C用 ハ ンダごて等を用意する 。試料の エッチングには 、Ge、n-InSbに 対 してはCP4(HNO3-
HF-H2σ,5:5:董)が 一般 に よく用いられる。n-InSbの 場 合にはGe程 耐薬品 摩が強 くな く・
反応が 速いのでこれを更:に2倍程度 に水 で薄 めて使用 する。 エッチングは泡の出方 を見て、手早 ぐ終 え
るよ うにする。その後水洗 い し、さらにアル コールで水をとる。
机上 で試料をつまむ場合に も、落 して も被害のない よう、 ガー ゼを二、三層重ねた ク ッションを敷い
て.そ の上で作業す るとよい。 ピンセ ットは時計部品用 の腰 の柔 らかな もの(1図)が 扱い易い 。
2)電極及び リー ド付け
電極 付けは エッチングの直後 に行 う。これには フラックス(い わ ゆるペース ト)が重要 である。Ge、
n-InSbに 対 してはZnC12で 大抵かたがつ く。.このフ ラ ックスは ど う言 うわけか、Cu2十イオ ンが
少 し溶け込んで緑色がか った ものがよ く付 くようである。
試料 への電極付けは、その後 の リー ド付 けと分け て行 う方 が よい 。まず3図 の ように、試料を台の上
に固定 し、各面 に順次ハ ンダ付 けを行 って行 く。ハンダはn-InSb、P-Geに はInが 、n-Geに
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にはSnが しば しば用い られ る。ハ ンダごてはIC用 の先の細 い もの が使いやす く.、電圧 をス ライダ ッ
クで60～80Vに 落 して使 う。ハンダごての温 度は低す ぎて も高す ぎて もいげない。フラ ックスは2
図 の ような針金の棒の先 に少量ためて ・ コンタク ト面上 のハ ンダを盛 りた吟部介を これでぬ らす 。次に
ハ ンダごてを持 って行 き・ ジユ
、ッとい ・た一 瞬・心持 ち止 めてか らさ・と離す卿 で"ン ダ御 を織
る。ブ ラックはけ ちって もいけな仏が 、 ドップ リと付 け過 ぎた り、ハ ンダを盛 り過 ぎると、 これが必要
以上に広 がってしま う。ハンダが他面に広 がることを厳密 に避けたい場合には、試料を立 てて、上か ら
固定 し、 コンタク ト面に下方か らハンダ付け 出来 るような道 具を工夫す るとよい 。
リー ド線 を電極付 けする前に、あ らか じめ リー ドを何本か用意 し、そ の先 をハ ンダでぬ らして澄 く(3
図)。 その リー ドの先 に フラックスをつけて、試料のハ ンダ付け した部分 に埋め込む ような感 じで.ハ
ンダごてで素早 く リー ド付けを行 う。この段階では、一方 の リー ドを電極付け してい る間 に、母 に付け
た リー ドが加熱6た めに離れて しま うことのない よ う注意す る。そ のためには、3図 の ように既 に取 り
付けた部分を局所的に冷や してお く必要 があ り、また作業は出来 るだけ素早 く行わなければいけない。
リー ドを付け終わったら、試料を トリク ロルエチ レンの液 に浸 して、`フラックスを洗い落す。最後に、 リ
ー ドを適 当な長さに切 って端子 に付 ける。 この場合に も、電極部分 を加熱 しない ように注意する。
以上 が、我 々が通常.試 料に直接ハンダ付け する場 合の要領 で ある 。学生め方に初めて試料 を扱 わせ
る時に、 これを一応 の 目安 とさせ 、詳細につい ては下記の文献を参照 させ て頂きたい 。















1図 試料用 ピンセ ッ ト












3図 試料への リー ド付 け
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